
葛尾村の皆さまへ 平成 23 年 6 月 2 日発行

編集・発行 総務課企画係

ひろがる和
３月１１日の大震災、そして３月１４日の避難生活から２カ月半がたち、この間、

村民の皆様には不自由、不便な生活を強いられ、精神的苦痛もピークのことと思いま
す。原発事故が安定し事態が収束する時期は、当初示された作業工程より遅れるとの
見通しがでてきており、解決までには時間が必要と思われます。「大好きな葛尾へ戻
って、普通の生活が出来る日が早く来ることを願い」もう少しの間、健康に留意しお
互いに耐えて行きましょう。

避難生活以来、村民の住所確認、２次避難所への紹介、義援金や仮払補償金の案内、
借り上げ住宅・仮設住宅の情報発信など全力で取り組んで参りました。今後は、被害
を受けた農業、畜産業、商工業、製造業などの損害賠償問題に取り組んでいきたいと
考えております。

被害救済が最重点課題と認識しております。この難局を村民の皆さんと乗り越えて
いきたいと思います。みなさん頑張りましょう。

葛尾村長 松本允秀

【総務課】

区長会が開催されました 総務係

平成２３年度第１回行政区長会が、５月２３日会津坂下町川西公民館で、開催され
ました。

会議には、全区長が出席し、避難経過報告、今後の課題等を長時間にわたり協議し
ました。

協議内容については、次のとおりです。

１ 行政区長任期について
区長の任期が平成２３年３月３１日まででしたが、当分の間留任としました。

２ 防犯警戒隊の設置について
地区の事情がわかる人で、「防犯警戒隊」を組織し、村内のパトロールを強化する

ことに決定されました。また、隊員が過労にならないような組織編成が求められまし
た。
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３ スクリーニングの検査場の減少について
県より、現在までに除染した方が３０㎞圏内では全く確認されていないことから、

検査場を減少したとの回答がありました。

４ 村内の放射線量の周知について
「ひろがる和」の情報紙によりお知らせします。

５ 仮設住宅の入居について
地域の実情に応じ、従前のコミュニティが可能な限り維持されるよう努めます。
エアコン、ガスコンロについては設置されており、出入り口には風除室があります。
入居の時期や割り当て地区については、後日通知等によりお示しします。

６ 仮設住宅周辺の集会所建設について
仮設住宅５０戸単位以上で１施設と決められています。

７ 村内の「いのしし」対策について
土手等が荒らされ、圃場を損なうことは残念ですが、現在の状況では、対応が困難

です。

８ 村民への情報提供について
県側の対応も変わることがあり、対応に苦慮しています。今後は月２回発行の

「ひろがる和」の情報紙に随時掲載し、周知していきたいと思います。

９ その他
区長会からの協議事項で、区長報酬の減額について協議されました。

人事異動について 総務係

災害対策担当課長 松本 静男
住民生活課長 半澤 富二雄
教育次長 松本 忠幸
住民生活係長 松本 正則
新規採用 林 多恵子

葛尾村村議会議員の任期について 総務係

葛尾村議会議員の任期が、東北地方太平洋沖地震に伴う地方公共団体の議会の議員
及び長の選挙期日等の臨時特例に関する法律により当分の間延長されました。
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所得税の確定申告について 税務財政係

東日本大震災により申告期限が延長されているところですが、確定申告がまだお済みで
ない方は、できるだけ早めに確定申告をお願いします。

申告場所については、最寄りの税務署又は葛尾村役場会津坂下出張所にて受付いたしま
す。

罹災証明について 税務財政係

東日本大震災により家屋等が破損した方で写真で破損の程度が判定できる方に罹災証明
書を交付いたします。

村税について 税務財政係

住民税、固定資産税、軽自動車税、国保税については、国の法律がいまだに成立してお
りませんので、決定次第お知らせいたします。

【地域振興課】

福島県民間賃貸住宅借上げ基準の緩和について 地域整備係

１ 家賃の限度額の特例

原則として、月ごとの家賃等(共益費、管理費、駐車場代等を含めることができる。)
の限度額を６万円とします。

ただし、一住戸への入居人数が５名(乳幼児を除く)以上の場合、限度額を９万円と
します。（平成２３年５月１８日より適用）

(1) 平成２３年６月１日から、対象世帯で家賃等が６万円以上９万円以下の民間
賃貸住宅へ入居していた世帯については、借上げ住宅の対象とします。

(2) 平成２３年６月１日から、対象世帯で家賃等が６万円以下の県の借上げ住宅
へ入居していた世帯については、別の借上げ住宅への住み替えを認めます。

(3) 対象世帯で家賃等が６万円を越える部分を自己負担とし、県の借上げ住宅に
入居していた世帯に対して、家賃等の自己負担分について、３万円まで給付の
対象とします。ただし、実施方法、実施日等は別に定めます。
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２ 特例措置により県の借上げ住宅となる以前の遡及適用について

３月１１日以降、避難住民が自ら手続きして入居した民間賃貸住宅において、県の
借上げ住宅となるまでに負担した家賃等については、家賃等の限度額の範囲で、給付
の対象とします。なお、詳細については決まり次第お知らせします。

仮設住宅の入居について 地域整備係

１ 応急仮設住宅の建設
三春町大字貝山地区外２地区に応急仮設住宅３７５戸の建設に着手しました。

７月までに三春町さくら湖周辺に全体で４００戸程度の応急仮設住宅を建設します。
着手地区

①貝山応急仮設住宅 １３２戸
②旧中郷小学校応急仮設住宅 ９７戸
③狐田応急仮設住宅 ５５戸
④中妻分館前応急仮設住宅 １５戸
⑥斉藤町田地内（館跡） ６０戸
⑦斉藤場上田応急仮設住宅 １６戸 小計 ３７５戸

予定地区
⑤過足運動公園 ２０戸
⑧鷹巣瀬山地内（桜中下） ２３戸 小計 ４３戸

（別紙位置図参照） 合計 ４１８戸

住宅間取り等
・１ DK (20 ㎡)[1.5 人]・・・５帖、押入、台所、バス、トイレ
・２ K (31 ㎡)[2.5 人]・・・ 4.7 帖、4.1 帖、押入、台所、バス、トイレ
・２ DK (32 ㎡)[3.5 人]・・・ ５帖、４帖、押入、台所、バス、トイレ
・３ K (39 ㎡)[4.5 人]・・・６帖、4.5 帖×２室、押入、台所、バス、トイレ

２ 応急仮設住宅の入居希望状況
５月３１日現在 ３２５件 １，０７５人（約７０％）

３ 入居要件と費用負担
(1) 入居については，被災者、特に高齢者等が安心して居住できるように、地域の

実情に応じ、従前のコミュニティ等が可能な限り維持されるよう努めます。
なお、一世帯の人数が多い場合、２戸以上に分かれることになります。
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(2) 入居期間は、原則として１年間とします。ただし、特別の事情がある場合は入
居期間を最長２年間まで延長することができます。

(3) 家賃及び駐車場（１台分に限る）使用料を無料とします。

(4) 光熱水費等（電気・水道・ガス料金等）は、入居者の負担とします。

(5) 退居修繕費用については、入居者負担とします。

(6) 入居者の義務
入居者は、仮設住宅等の使用（入居）のルールを厳守しなければなりません。
なお、入居者が次の事項に該当した場合は、使用許可を取り消すこともあります。

ア 施設を故意に損傷させたとき。
イ 発火や爆発等危険な物品の製造・保管をしたとき。
ウ 他に迷惑をかける動物を飼育したとき。
エ その他法令に違反したとき及び県や市町村の指導に従わないとき。

４ 家電製品の支援
日本赤十字社から応急仮設住宅と借り上げ民間住宅に入居している被災者で、家

電製品を必要とする世帯（一戸）に支給します。
（洗濯機・冷蔵庫・テレビ・炊飯器・電子レンジ・電気ポット）

仮設店舗設置計画について 地域づくり推進係

葛尾村商工会では、団地（仮設住宅）内での生活の利便を図る目的で、仮設店舗の
設置を計画しています。現在、３団地を予定しており、今後、具体的に進められます。

【住民生活課】

医療機関を受診される方へ 健康福祉係

１．現在、震災に伴い、被保険者証等を窓口で提示できなくとも、氏名、生年月日
等を申し出ることにより、保険診療を受けられることとなっておりますが、
平成２３年７月１日からは、保険診療を受ける際に、被保険者証等の提示が必要
となります。

※後期高齢者医療保険については、有効期限が７月末となっております。
もし、紛失等で被保険者証がお手元にない方は、再発行の手続きが必要です

ので、ご連絡下さい。
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２．平成２３年７月１日以降に医療機関を受診される場合、窓口負担金の免除を受
けるためには、一部負担金等の免除証明書の提示が必要となりますが、葛尾村の
国保又は後期高齢者医療制度の加入者については、平成２４年２月２９日まで
免除証明書は必要ありません。

医療機関等での一部負担金の還付について 健康福祉係

国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入されている方の還付申請を、６月１日
から受け付けいたします。

○免除の対象期間
受診月日：平成２３年３月１５日～平成２４年２月２９日

○申 請 方 法
申請書の提出（本人申請により郵送いたします。また、葛尾村ホーム
ページからダウンロードできます。）

○提出書類について
【国保】国民健康保険一部負担金等還付申請書

委任状(還付金受領が代理人の場合のみ)
医療機関等が発行した領収書の写し

【後期】後期高齢者医療保険一部負担金等還付申請書
医療機関等が発行した領収書原本もしくは領収書の写し

○還付の対象について
医療機関等の診療に係る一部負担分・入院した際の食事療
養費・生活療養費に係る一部負担分

※ 保険適用外の一部負担分については、還付対象外となります。
※ 食事療養費・生活療養費の一部負担分については、平成２３年８月３１日

までの療養が対象となります。

社会保険等に加入されている方の一部負担金等の還付申請については、加入さ
れている社会保険にお問い合わせください。

仮設住宅における高齢者等のサポートセンターの設置について
健康福祉係

村では、仮設住宅における要援護・要介護高齢者等に安心した日常生活を支える拠
点として、サポートセンター設置を予定しています。運営については社会福祉協議会
が実施し、予定されている機能内容はつぎのとおりです。

生活にかかわる総合相談・デイサービス・ホームヘルプサービス・居宅介護支援
・地域包括支援センター・介護予防事業・福祉団体の支援 等

※なお、諸事情により実施できない事業もあるかもしれません。
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介護保険の申請について 健康福祉係

介護保険の認定を受けている方の更新認定について、現在「審査会」が開けない状
態です。既認定（直近）されている要介護度等の有効期間の延長により、引き続き
サービス利用が可能となっております。

また、新規申請者、区分変更申請については暫定対応しています。
詳細につきましてはご連絡ください。

仮設住宅団地でのバス運行サービスについて

仮設住宅団地でのバス運行サービスを計画しております。
詳細については、今後検討して参ります。

【教育委員会】

４月６日より、本村の児童生徒は、村外の小中学校に入学以来、２ヶ月が過ぎよ
うとしております。

本村児童生徒の就学状況は、会津坂下町広瀬小学校並びに柳津小学校を始め県内
に５８名、県外に１３名、中学生の就学状況は坂下第２中学校を始め県内に２９名、
県外に６名となっております。

現在、村は三春町に仮設住宅を建設し
ておりますが、順次入居申し込みがあり、
入居見込みの内訳は、幼児が２０人、
児童が４７人、生徒が２８人となってい
ます。

平成２３年度在籍予定者の７０％が
三春町に集まる予定です。

教育委員会は、村の宝である、児童生
徒たちを迎え、最良の教育環境を提供す
べく、三春町と協議を重ねております。

就学援助についての支給項目について
は、学校給食費をはじめ、表のとおり
全員を対象に援助します。
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【各種お問い合わせ先】

○ふたば農業協同組合（JA 福島ビル内仮設事務所）
TEL ０２４－５５４－３０９５ FAX ０２４－５５４－３０９７

○東北電力コールセンター
TEL フリーダイヤル０１２０－１７５－６５５

○葛尾村災害対策本部
〒 969-6507 福島県河沼郡会津坂下町大字大上字柳ノ下甲 312（川西公民館）

TEL 0242-83-2651・2653 FAX 0242-83-2652

○葛尾村会津坂下出張所（旧法務局会津坂下出張所）
〒 969-6566 福島県河沼郡会津坂下町稲荷塚 77 番地

TEL 0242-83-0271（代表） FAX 0242-83-0278
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97戸

20戸

60戸

応急仮設住宅

中妻分館前応急仮設住宅　　

23戸
⑧鷹巣瀬山地区（桜中下）

至：郡山市（美術館通）



［仮設住宅のご案内］　　現在建設を進めている仮設住宅の部屋の様子の一部をご紹介いたします。
　　

貝山地区（２Ｋタイプ）

狐田地区（３Ｋタイプ）
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